
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１８年８月２６日               NO,５７７ 

 

    岩室発電所 

 東京電力岩室発電所は、明治 

４２年（１９０９）に設立され 

た利根発電株式会社によって建 

設されました。 

 利根発電株式会社は、上久屋 

町に第一発電所を建設しまし、明治４４年（１９１１）には

利根電力株式会社、栃木電気株式会社、前橋電気株式会社な

どを買収し、大正期には「関東の電力王」とよばれました。 

 岩室発電所は、第二発電所として大正２年（１９１３）に

建設に着手し、大正４年（１９１５）５月に竣工し、利根発

電所のなかでは、最大の出力（８，６６２Ｋｗ）をほこり本

館建物は、大正時代のモンダンな建物となっています。 

左馬允橋 

 上古語父の正縁塚から北に向かい、白沢用水に架かる橋の

たもとに大きな石がありますが、この石が左馬允橋（さまの

じょうばし）で、長さは約３㍍です。 

             もともとこの橋は、現在の場所

より約９㍍上流にあったと考え

られています。 

             左馬允橋の近くには、久屋氏の

一族で久屋左馬允の館（砦）があ

りました。 
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に
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 第４３回白沢町盆踊り大会が１４日、白沢支所駐車場

で開かれ、帰郷した人なども参加し、にぎやかに盆踊り

を楽しみました。 

 例年踊られてい 

る尾合八木節保存 

会のお囃子による 

八木節（写真）、白 

沢よいとこなどと 

ともに今年は、ダ 

ンシングヒーロー 

も踊りました。 

 ９月９日投票でおこなわれるみなかみ町議会議員選挙

の説明会に、３１陣営が出席し多数激戦の選挙戦となり      

そうです。 

  今回の町議会議員選挙は、町長のセク

ハラ問題で不信任決議案が可決され、町

長が議会を解散したため行われます。 

  日本共産党は、星野かずひさ前議員の

議席獲得に全力で取り組みます。ご支

援・お力添えをお願いいたします。 

 ９月定例市議会は、９月７日に開会される予定となり、９月定例市議会

の日程などを決める議会運営委員会は、９月４日、午後１時３０分から議

会会議室で開かれる予定です。 

 ９月定例市議会では、平成２９年度沼田市一般会計決算認定、特別会計

の決算認定、一般会計や特別会計の補正予算などが 

提案される予定です。 

 ９月定例市議会では、議会開会後に３日間の議案 

調査日があることから、一般質問は９月１３日から 

おこなわれる予定です。 

 大東議員は、１５日の終戦記念日に市内各所で街頭から「力を合わせ憲

法と平和を守りましょう」とよびかけました。 

              大東議員は、日本の中国への本格的な戦争

のきっかけとなった鉄道爆破事件が、日本が

でっち上げたもので、ウソから戦争がはじま

り、ウソの政治を許せば、民主主義が崩れ、

戦争とファシズムに道を開くことになると指

摘し、真実を偽る政治は絶対に許してはなら

ないと訴えました。 


